
ピンイン

と

に関する

Jを中心として

小川郁夫

1.はじめに

1999, 2000において，中間で1988年に発表された

ピンイ

2003, 2004, 2006において，

たc また，小/11

た会

(a) zhu6・zi (b）国方針n・wei

うな経声を絶対

してもよいものであり，将誌ではこのよう

？？邸主来ま と次のようになる。

Ta Iai le. 

l文学ずつ原稿荊紙のます呂に壊めるよう

けばよい。しかしどンイン表記する場合は「分かち容さjしなければならない。

すくするためであるJ了・ le” 

しかし，11邸主来ていませんjを意味する中国語を漢字とピンインで表記すると，ピンイ

しては次のような2還りがありうる。｛可故なら．“没有mei・ you” 

i也没右来。 Tam企庁OUlai. または Ta meiyou lai. 

中国語のテキストなどでどンイン表記を示す場合“mei.you”のよう

表記した方が読みやすLミ。

大学入試センタ

加わったO

話予納机右往1判決古士たは非軽声のどちらかに決めてピンイン

王子成9王手 (1997年）度から ii 

－追試験ともに奨学表記のみによるお題であったが．王子成
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10年 (1998年）度から…部ピンイン表記による出題カf始まり，平成23年（2011年）度に

までピンイン欝克の傾向カ強まっている。発音教育を愛読し発音から意味を理解す

る能力を測るための作間工夫であると考えられるが，中富諾の各手議式験でどンインを用い

た出題をする場合，受験者に読みやすい統一的なピンイン表記カ苛とめられる。

本稿では，センタ一言端会 f中国語jに用いられたビンイン表記も参考にしながら．任意

的軽声自体のピンイン表記．及例：E：意的核予討を含むフレーズのピンイン表記における「分

かち苦手き」等について若子の考察を行う。

2.語における任意的経声

2005年に発行された《現代双沼海典》第5版は第3版・第4版に比べ，軽声諾の規範

fとが進んでいる。その例としてまず次のものが挙げられる。

zhe・H 那盟国.Ii ！郷里 na・5

これらは場所を表す代詩であり 中国語教育の初期の設！？告で必す苛文りょげられる最重要

弘前のむ剣士況i表河よ的では，このうちな盟zhell”だけを非経声諾とし，“tJB

盟問・Ji”郷里na・li”の2つを絶対的軽問吾としていた。中関語のテキストでは，“法皇”

3っすべてを絶対的軽声認ーとして提示するものが多い。以前の《塊代決i吾潟典》

“法皇”だけを非軽声諾として学習者に提示すれば漉苦しを招く。幸いなことに，

矧 fl:1又i吾詞帰第S版では，立箆”“説明”“都虫”すべてをi跡的諮問警として提示しても

よいしあるいはすべてを非軽戸諾として提示してもよくなっf-:.o

ところで，絶対的経戸語として示された‘嚇里品Ii”の実際の発音は“nali”である。“皇”

が第3声としての力を失っておらず．直前の第3声を第2声に変調させるからである。こ

れまで，“郷里nali'’の発音を学習者に理解させるためには， J;Jよのような説明をする必要

があった。《現代技活i相場第日夜によれば，“迷£”ヲrs思”嚇盟”すべてをゴ階声諾として

提訴してもよいわけであるから，“zhell”“nail”“nail”というピンイン表記を用いるテキス

トカ宅是れでもよい。これらの“壁”を強く発音したからといって，意味が通じなかったり．

非常に不自然になるわけでもない。また，“嚇盟nail”の発音について学習者は第3声の連

続による変調に注意するだけでよくなる。

そのほか，｛現f収湾問船第5版で経時苦の規範化が進んだ倒として，次の方位認が挙

げられる。

上回 shang.mian 下面 xia.mian 前蔀 qi加.mian 
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hou・mian

dong. mian 

北海 b長i・ mian 

j:）、言b’の

Ii・ mian 

nan・ rn1an 

zuo・rnian

してし

wai・m1an

x1 ・ mian 

you・ m1an 

“前面”“！吉国”“外語”を

とき していると， j晃乱を揺く

第S販によれば，

もよいしあるいはすべて

2006で

対

しミ。

センタ

←の右に示したのは

dasuan← da ・ SU部

jihui ← ji ・ hui （乳会）

i孟oshi ← lao・shi

meiy加← mei・you（没有）

Yリian ← y1・ jian 

zuowe1←－ zuo・we1

n在日 ← n邑・ li

して按訴して

して提示しでもよくなった。筆者は小）111998.

G また，初級レベルの学資者に

しにくくなる恐れがあると

して提示するのがよ

ピンイン表記には次のものがある。

第5践のどンイ

fanzheng← fan・ zheng （反正）

kanjian ← k加.jian 

rnaobing ← mao・bing（毛病）

xinxian ← xin ・ xian （新鉾）

yu色hui ← yue ・ hui （約会）

guお1xi ← guan ・ xi （尖系）

。

yuanyiまたは yuanyi← yuan. yi 

zhidaoまたは zhidao← zhi ・ dao （知道）

と“知道”は手陣至予言と軽声の2通りで出題されている。それを除けば，センタ

われイ平後的資芸鵠＇~-r"lす“学三広”“際問”州芸寝室酔して示されている

だけである。筆者は“懇意”の“窓’と“知道”の“道”を強く発音しても不良誌だとは思わない。

テキストや試験開題で任窓会縮問苦のピンイン表記を示す場企通震に軽声であることを

強調する必要はないと考える。その漢字の本来の声調が分かるピンイン表記を用いる方が

溜味を理解しやすいものになる。教育の場では，拐愛者か翠声で発音すべきだと思うもの

があれば，経く発音してもよいという説明を加えれ；まよい。
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3.フレーズにおける任意的軽声

《双沼お？音正i可法基本土男知》はどンイン表記に認する原則的な規則であり．実i努に運用

してみると不暁な点が多く出てくる。この規則は主としてどンイン表記における「分かち

jの方法を示したものなので＼フレーズにおける軽声と手陣王声の示し方については，

更に不明な点が多い。以下では，動詞の重ね翠u名詞÷l音節方｛おむ，補語を含むフレー
ズのピンイン表記について考察する。

動謂の重ね型に関して，《以i古都安正i可法基本規制？では次の17Uを挙げている。

k主nkan（看看）

のどンイ

yanjiu yanjiu （研究研究）

して後ろの

イン表記は“昔話baba..“翠星xln郡ing”なとなの重ね型の名識と見た自の上での整合性を持

ち，中間話のどンイン表記としてまったく抵抗を感じないJ着着”のどンイン表記に従え

は.. fiJf究研究”は＂yanjiuyanjiu”ととンイン表記されることになるが，《双活併音正i司法基

本）励W）では文法構造よりも．ピンイン表記としての読みやすさを箆先し 1音節動詞の

」し 2音節動詞の重ね型は f分かち書き」している。“研究研究”で

は設ろの“研究”の声識を涼調で示しているが，これをその通りに強く発音しても不自然で、

はない令策者は“研究研究”を“yanjiuyanjiu”というどンイン表記で学んだが，後ろの“研究’

ことに対してj説日感を覚えた。 2音節動認の重ね裂のピンイ

は収i間借:i:Ei初会樹立搬のに従うのがよい。

センター討徽「中臨苦Jで出題された動詞のE慰謝のどンイン表記には次のものがある。

2音節動詞の重ね型は出題されたことがない。

kankan （看看） zhaozhao （技技）

kan yi k加（着ー看） taile tai （拾了拾）

は動詞の重ね型の中間に“一”を入れたものであるが，ピンイン表記で、lま3つの

部分をすベて f分カミち蓄きjし’非軽声で示している。‘‘？台了f台”は煎の

たもので‘あるが，ピンイン表記で、は1台”と

示してし、る。これらのピンイン表記は非常に読みやすいものである。

十 1斎部方f立詞」に関して，〈双i否排音正i司法基本規制》では次のfy!Jを挙げているが，

名詞と方註謂に「分かち書きjして，方位認“壁”のみを軽予言で示している。
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shan 坊主ng（山上） shu xia （持下） men wai (i'l外）

he Ii Cirす毘） daiie shおlg（大街上） shangdian Ii 

センター試験「中関諾jで出題された「名詔十 l音liP方｛立詞jのピンイン表記には次の

ものがあるが，名誤と方設請を「続け警きjするものと f分かち書きjするものの両方が

ある。また，対話可の紛れますべて軽持て涼している。

shujiashang （初架上） zhu6zishang jieri Ii (l'f日畏）

iiali 

yanli （腹壁）

白星”のピンイン表記を比較して

shenshang （身上）

wuli 

t6u shang （尖上）

xinli （心盟）

シ〕

「
j

ヲハ
Vみ

千

の と

した方カ，i売みやすい。一方，円安館名詩÷l のピン

読の不自然さはない。また“身上shenshang”“心累

xinli”のようにく現代沃沼i制時に1語の絶対的軽戸諾として1遊表されているものもある。

のどンイン表記は．名詞と方｛指奇がともに1音節の場合はf続け書きjし

その他の場合は f分かち苦手きjするという方法を用いてもよいと考える。む又活持管正潟法

基本規制？に挙げられた“山上・’“f]外”を“sh加sh加g”、:ienwai”とピンイン表記しても不

自然ではない。ただし， l音館方｛立詞を軽予言て示すか苔かについては，すべて康調て示す

か，あるいは“史”のみ智津で示してもよいのではないか。すでに挙げたな里山部盟”“勝里”

の

補言苦i立大きく給総純二方向者続，状態縦長可能補語の4援錦こ分けられる。

《浪i部崎正i可法基本規JJ)IJ）では補諾を含むr1王子節十 l'lき能jのフレーズについてはf続
しその池の場合は f分、カミち書きjするとしている。センター試験「中国語jで

出題された結耕続出こは次のものがあり円音部十 1音館jのものについてはまったく幣

題がない60 また，結果為諮苦の部分のピンインはすべて原識で示している。

zuohao (ii撚子） zh加副会（長大） wencu6 （向鵠）

kandao （零j,lj) d長tingdui （打好対） zhuyidao （注意到）

「2音節÷uま箭jの“打I汗対”は「分かち寄きjしている。“打砂子”はお蝕す的軽予言語である。

最後の“注意到”は“zhuyidao”と f分かち書きjずべきであり，またその方カ音読みやすい。

方向字詰去を含むフレーズのf是合も「 l音箭十 l音節j は r~涜け書きj しその他の場合

はf分かち書きjすればよい。しかし，方向補語の部分を軽声で示すか非経芦て示すかは
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非常に難しい問題である。似活排安正i司法基本規制》は次の例を挙げている。

z6ulai （走来） ZOU jinlai （走近来）

吉I者の

うな“来，，を車主声として学んだ、。後者は“逃来”が“定’の複合方向被官であるが，“ill来”全体

を軽声て示している。筆者はこのような開も軽声として学んだが， 2音節の往来”全体を

軽声で発音することに対してi軒目感を覚えた。

センター説験「中菌語jで出題された方向中揺苦“一来”に去”のピンイン表記には次のも

のがある。

♂1olai c辻来） huilai （昭来）

tinglai （所来） xiaqu （下去）

tiao i岳itiao qu （挑糊怯） z加laiz6uq白（走楽走去）

j,:Jよのように“来”“去”のピンインを原調でがすものと軽声で示すものカマ見在している。

また“1jK手伝挑去”を4つの部分に jするのには表記としての不良黙さを感じ

る。その他，センタ一割験の？中関語Jで出題された方向手昔話苦を含むフレ…ズで「1音節

+l資長おのもののどンイン表記には次のものがあるσ

chutmshang （穿上） shengxia 

shuoqi （乱包） kaoshang または kaoshang （考上）

ここでもやはり方向干続苦の部分を原識で示すものと経戸て示すものが混在している。 1

音長＇ll方向滋獄には“上”’6‘下川:ill；’，‘‘出”“回”“辻，，“｝官，＆ι子子

ベてE手；調で氷すのカぢE主さ当である。それで読みにくし、ことはなく嘗またゆっくり発音すれば

原調が現れるはずである7。さらに，f名詞＋ l音節方｛読むに挙げた“山上”判下”などと

整合性を持たせることもできる。

接合方向禄諾には“上来川上去”マ来”マ去山逃来”立去”官来”“出去”“由来山田去”社来”

“辻去”“起来”

イン表記には次のものがある。

kanshangqu （肴上去） kanchulai （看出来）

出jinqu（拾社去） naguolai （傘近来）

z6uqilai （走起来） zuoqilai （倣起来）

ここに挙げたのはすべて円安節÷2音節」の関であるが，《江i苔守井音正潟法基本規則｝

ではこれらのピンイン表記を「分かち書きJするとしている。しかし，センター試験「中
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ではすべて

のと軽芦で示すも

したが，

次のようなピンイ

kan shangqu 

tai jinqu 

ZOU qi!ai 

また，センタ

る7うま， これは

tiaole qi!主i

している。ま

よで1

kan cht1lai 

na guolai 

zuo qilai 

1昔節を｝京競で示すも

ピンインを原欝で夫氏すことを

しても号IJに問題はない

では次のような方向論語のピンイ

jを含めて非常に読みやすいものである。

出題されてい

paol日chulai

zoule chulai （走了出来） tiaochf1…lai c持i出…来）

補諾の“得”をその前の動詞と

bingde ke zhong 

fangde tai duo 

センタ

jしているo

では状態

dabande zheme p1会oliang（打扮得堵弘諜亮）

xiangde d主oiiandan 

“自守”“得山地”は段、かち書きJするとしている。

“bing de ke zhong”のように7分功、ち寄きjしでも

次の可能補語を取り上げる所で述べるが，“待 de”をその前の動詞と f続け苦手きJするこ

とでjえミ常議言吾であることを示すという効果がないわけではない。

de”は可能補語でも能う。否定形にする場合は“得点”を

では “有志得出”のどンイ

3音舘の構造jとして，＂dlめuqi”“chidexiao”と

しかし，

常に多い。セン

bangdeshang 

fangbuxia （汝不下）

kaibukai （奔不汗）

tandelai 

yongbuzhao 

れた問様の例に“laideji

レーズには？あるまとま

chibuliao （吃不了）

fenbuchu （分不出）

shuobuguo （没不辻）

xuedehao （学得時）

zuobuhao （倣不好）
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まとまった概念

jしている。センター

も1buji（来不及）”がある。

かどうカ呼5離し難いものカヲド

レーズには次のものがある。



ここではすべて f続け書きJしている。“得de”“不bu”は軽声であり，またその他の部

分、が経戸か非軽芦かという問題もない。可能よ，i!Jl告を含むフレーズは「あるまとまった概念j

であるかどうかは加にして，構造的にひとかたまりである。センター試験「中国語jで用

いているピンイン表記は漉当であると考える。

またセンタ－言縮会「中関語jでは次のようなどンイン表記も出題されている。

fahuibuliao （没持不了） kandeqlngchu （看得清楚）

mangbuguolai （忙不泣来） chlbuxiaqu （吃不下去）

tlngbujinqu （肝不:i1!去） wenbuchu shenme lai (fiiJ不出什弘来）

最初の“友:f1t不了”は2音長言動認を用いたタuである。“若得i斉楚”は:rm諾の部分に2音節形

容認“清楚”が用いられたものであるが，“清楚”は郎す的較対吾であるo"'I亡不泣来”は可能

寺訴苦のきfl分；こ方向f揺苦が用いられたものであるが，“不” J,,:J、外はすべて源調でピンイン表記

されているぶ吃不下去”“肝不足l去”は“’i亡不辻来”と悶様の仔lJであるがeやはり最後の

ンイン表記したブ子カ税一自守なものになる。最後の例は判不出来”の＂ 1，月不出”と

目的語“什~、”が入り込んだ形になっているが，最後の“楽”のピンインが原爵で

しおり，ブレーズ全体のどンイン表記は非常に読みやすい8。

ど1.その他の任意的経声

“来不来”“高災不高災”などの否定の部分，あるしミi土中開の

場合がある。確カ、に，最初の部分によヒべて否定の吉E分、や

れる。しかし，ゆっくり発音すれば原調カ宅晃れるので，ま散す的経声ではない。そのような

例としてセンター試験了中毘語jに次のようなピンイン表記が出題された。

shi bu shi （是不是） chang bu ch加g（会不安）

cheng bu cheng （成不成） mang bu mang C・I亡不定）

neng bu neng （能不能） h孟ochibu haochi （好吃不立子吃）

sh邑ngqibu sh邑ngqi（生汽有ミ生.~） xiお1gguomei xi加gguo（想j車交想迂）

だけ中間の“不”カキ主声で表記されているが，これも“shibu shi”と表記した方

カ宝読みやすい。テキストにしばしば“shibu shi”“shi bu shi”というどンイン表記が用い

られているが，学習者にはまず康調で発音掠習させ，その後で教授者が実捺の発音を示せ

ばよい。

20 



5.おわりに

がよし、という

例えば，

2 

1 

いう フレーズにおいて

という丈は？夜、は患い出

これを次のような2通ちのどンイ

しれないo(a) (b) 

(a) Wo xiangqilai le. または Wo xiang qilai le. 

(b) Wo xiang qilai iと または 1へもxi品ngqllai le. 

ピンイ ロ もので、あり，

i童いJ.,~，

もの

jするか

の

という

ピン

要はなL、O そしてどちらの窓味の場合も（b）の｛灸者のピンイン表記がよL主と考えるO

また.＂我PJt・｛む支’という文も 1:fL、は設に行かせるJ:fl、は彼を呼びに行くjという2つ

の意味を持ち，次の（c)(d）のようにビンイン表記すればその意味の遠いを反映できる

かもしれない。（c)(d）のJI僚にそれぞれの意味を表す9

(c) vミ76jiao ta qu. (d) wるjiaota qi1. 

しかし，テキストなどでほ）のピンイン表記をも呈示すると， “｛也”の正し

い発音を提示しないことになる。どちらの窓味の場合も（c）のどンイン表記がよし、

j域強詰警の“得de”について，センター試験？中盟諸よではその訴の動認と弓お？書きj

するピンイン表記を用いているが，筆者はこれもその他の構造助語“的 de”“地de”と開様

にf完治喝書きjするのがよいと考えるコローマ字で表せばやはり“d色”となる“得de”を

特別扱いする必要はないc しカミし’可能損諾の場合だ、；？は“得de”のほカミに

るし’また fあるまとまった概念jの判断カZ非常に難しいため，いまのところすべて

Jするのがよいと考えている。

ピンイ こと

規制〉 つつも， して読みやすくするために， よっては臨櫛己変

な表記も認めてよいと考える。
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ii 

1) （悶家i谷育文字政策法規正鵠（1949伊1995）》，毘家溶き文学工作委員会政策法規議総，

前文出版社， 1996年3月。

2）《.EJ¥1,代技法河典》第5版，中国社会科学能活設研究所持典線級車，蕗条印ニt5低 2005

3同月。“凡tf7U3.4”に「“盟主Iyin悦 i”の“方”は一般に経声で号錯するが，時として第

4芦で発音しでもよいjとあるが．本稿ではこのような諾を f軽声で発音しでもよい

し原識で発音しでもよいJと考える。〈現代双i間取や第l販は1978年発行。第2版

は1983年発行。第3版は1996年発行で《11多百本〉と呼ばれる。第4版は2002年発行で（±首

キト本》と呼ばれる。また， 1989年発行の併ト繍｝がある。

3）笑際には，第3版・第4版に“家主主’“西宮’“北部”；土JI文針丈されていない。《宇ト繍》にiま

在首”カ宝手ド宇主声語として1文主革されている。

4）朱宏一2008に問様の指摘がある。曹文2010“第五世（三）3”には．方｛立読や方向動詞

について

・I.!!,銭予；ミ越哀染”（この麓の語はこれまでずつと規尉的な軽芦諾と見なされてきたカ〈近

すます「自由jなものに変わり．ますます設雑にもなっている）という言自主がある0

5γ打算”は以前の《現ft法治i可典》では絶対的経声語で、あった。平成14年（2002年）度セ

ンタ 「中国語Jの追議開iで出題された時は“dasuan”と表記されていた。ここに

側代訳i郡司船制版発行後の平成22年（2010王手）震の追試号突で出題された

ものである。校正”は「どうせjという意味の爵詞として出題されたJ正しい4規おこ戻

るJr投i浮するJという意味の場合は非軽声諾である0"i党有”は動部としての用法で数
臨出題されているが.r続け議：き」と f分かち書き」の2通りのピンイン表記で出題され
ている。“有没有”の場合は3つの部分に「分かち書きjすることも考えられるが，一般

には「続け書きJ すればよいぶ嚇思”｛土，《現代訳i吾i制1~｝第5版発行設の平成19年（2007

年）震に出題されたものであるが，経予言語として示されている。“知道”は否定の“不知道”

の場合のみ非軽声語として示されている。実際に“不知道”の“道”は強く発音するが，そ

れ以外の場合も強く発音すると不自然だというわけではないので＼すべて“zhidao”と表

記してもよいと考える。

6）結果fl詰吾と言えるかどうかはさておき，センター説験「中園語」では“｛都合”“放在”な

ども“＇jiegei""fangzai”のようにピンイン表記しているJ続け書きjするか否か，“鈴…在”

を軽声で示すか否かについては別に…考を要する。
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り文末に罷かれないが，

という言δ主がある。

8) 

く という言己主がある。さらに

はあま

らも強

の中関に呂的語を加えた

の“話”は強く発音し

実i奈の発去を説明したもので，ピンイ

く発音するjという記述があるが．これは

しでもかまわない

と考える。

9）動詞の目的語である人称北関は騒芦であると

12.4" （こ？？度を呼ぴに行くjという意味の“時｛也去”の“去”について 自治を

という言己主がある。従って，11皮を呼びに行くjという

の“叫｛也去”は実際には“jiaota qu”と

記を用いるのは学習者に不親切である。

れることになる。しかし，このピンイン表
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